
平成３０年度　唐津市立伊岐佐小学校　学校評価結果

１　学校教育目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学
校
運
営

○教職員の資質
の
　向上

分かる授業づくり

・児童へのアンケート調査「授業は分かりや
すいですか。」の割合を、４段階評価で３．８
以上にする。
・職員へのアンケート調査「子どもたちにとっ
て、分かりやすい授業に努めていますか。」
の割合を、４段階評価で３．８以上にする。

・研究授業等で、児童が分かる授業の進め方
を研究するとともに、少人数のよさを生かした
個に応じた声かけやきめ細やかな指導を工夫
する。
・日々の授業において、児童が分かる授業や
意欲的に取り組む授業を目指し、電子黒板を
有効に利活用する。
・「授業づくりのステップ１，２，３」を活用して、
日々の授業改善に努める。

B

・「授業は分かりやすいですか。」の割合が、４段階評価
で３．７９であった。
・「子どもたちにとって、分かりやすい授業に努めていま
すか。」の割合が、４段階評価で３．７８であった。
・「授業づくりのステップ１，２，３」を活用したり、電子黒板
を有効に活用したりして、授業改善に努めることができ
た。
・基礎基本の内容は定着しているが、算数の数学的な考
え方が「おおむね達成」を下回るなど、観点別に見ると課
題がある。

・「どちらかといえばそう思わない」と答えた子どもが１人
いた。個別指導をしたり、ヒントカード等の技法を用いたり
して、その子どもに寄り添った指導を継続していく。
・日々の授業でさらに電子黒板を有効に利活用してい
き、さらに、めあての持たせ方等の工夫をしていく。
・来年度はさらに「できた、分かった」と児童が実感できる
ような授業づくりを目指し、校内研究と連動した日々の授
業改善に取り組んでいく。

●学力の向上

個に応じた指導の徹
底

読書活動の充実

・国語及び算数の基礎・基本の定着を図る。
その上で、県調査の４教科の正答率を「おお
むね達成」以上にする。
・１～３年実施のCRTにおいて、全国平均以
上にする。
・「マイライブラリー」カードを全員が作成し、
学年別に設定した目標冊数〔１，２年（３冊）、
３，４年（６冊）、５，６年（９冊）〕を達成する。

・スキルタイムを週２回設定し、全職員で担当
学年の指導を行う。
・児童が、自分の考えや思いを表現できるよう
に、全教科の授業で取り組んでいく。
・年に２回、読書推奨週間を設ける。「マイライ
ブラリー」の達成度や読書冊数などを適宜、把
握し、個別指導をする。

A

・年２回の学習状況調査では共に国と県の平均を上回
り、全教科「おおむね達成」以上であった。また、１～３年
生で実施したCRTテストでも、全教科全国平均を上回っ
た。
・基礎・基本の定着を図る朝のスキルタイムは、個々の
到達度を知ることができるとともに、底上げにもつながっ
ている。
・今年度から始めた「マイライブラリー」は、児童自ら本を
選択し読書の質的変化を促すことができた。学年別の目
標冊数も達成することができた。

・活用力の向上のため、問題の題意の的確な把握を高
められるよう、読書活動や作文指導等で「読みとる力」
「書く力」を高める。
・家庭でも読書活動を活性化させるために、学校・学級便
り等で具体的な課題を知らせ、保護者への啓発を進め
る。
・今後も基礎・基本の定着を進めるとともに、校内研究と
連動し、スキルタイムの見直し等質的改善を図る。

○家庭との連携
家庭における学習習
慣の定着

・児童へのアンケート調査「毎日、家で勉強し
ていますか。」の割合を、４段階評価で３．８
以上にする。
・保護者へのアンケート調査「お子さんが宿
題や読書の習慣がつくように努めています
か」の割合を、４段階評価で３．３以上にす
る。

・各学年の目標時間を意識させ、家庭学習の
取組に対する評価及び指導を継続して行う。
・学級懇談会や学級通信などで、定期的に連
絡をする。宿題忘れが続いた場合は、家庭へ
連絡し、協力をお願いする。
・県教委作成の『家庭学習の手引き』を活用し
て、家庭訪問時に習慣化に向けての協力を依
頼する。

B

・「毎日、家で勉強していますか。」の割合が、４段階評価
で３．８８であった。
・「お子さんが宿題や読書の習慣がつくように努めていま
すか」の割合が、４段階評価で２．９３であった。
・学校では、朝読書等も充実し、読書量は多いが、家庭
での読書習慣をつけることは難しい。保護者に協力して
もらうのが難しく、数値目標が達成できなかった。

・保護者に、読書の大切さを知ってもらうため、「マ
イライブラリー」、図書だより、学校だより、学級通信
等を活用した啓発を行う。
・保護者に協力を求めることが難しくなっている現状
が数年続いている。引き続き啓発はしていくが、数
値目標を３．０以上に変更する。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

体力の向上

・教育活動全般を通じて、運動・スポーツを好み、
めあてを持って体力向上に取り組む児童を育て
る。
・児童へのアンケート調査「持久走やなわとびをし
て、体力がついたと思いますか」の割合を、４段階
評価で３．６以上にする。

・新体力テストの結果を受けて、体力向上に向
けためあてを立てる。
・健康タイムや業間の持久走タイム、大なわと
びの練習に全校で取り組む。 A

・新体力テストの結果を受けて、児童集会で本校児童の課
題を伝え、効果的な練習法について指導することができ
た。
・持久走に多くの児童が積極的に取り組み、唐津市駅伝大
会や持久走大会では良い記録を残すことができた。また、
アンケート調査では「体力がついた」とする児童が４段階評
価で３．７と当初の目標を達成することができた。

・新体力テストで「柔軟性」だけでなく「走力」「握力」
が新たに本校の課題として浮かび上がってきた。次
年度は、運動量は十分足りているので、正しい走り
方について全職員で研修を深めるなど、運動の質
の向上に努めていきたい。

基本的な生活習慣の
定着
（歯と口の健康）

・自分の健康の保持・増進のために、自らの問題
として考え、行動し習慣化するようにする。
・児童へのアンケート調査「朝や夜（夕方）など、家
での歯みがきがきちんとできていますか」の割合
を、４段階評価で３．６以上にする。
・保護者へのアンケート調査「お子さんは、生活の
リズムが正しくできていると思いますか」と、「よい
生活習慣や食習慣がつくように努めていますか」
の割合を、４段階評価でそれぞれ３．２以上にす
る。

・毎学期、基本的な生活習慣の定着について
のアンケートを実施し、その結果を家庭と共有
して、保護者と連携しながら個に応じた指導を
行う。

A

・未処置歯があった児童の処置が全員終わり、健全歯を
維持している児童の割合が高くなった。
・「家での歯みがき」では、アンケートの結果が３．８５とな
り、自分の健康の保持・増進のために行動し習慣化して
いると考えられる。
・「生活のリズムが正しくできているか」が３．２７、「よい
生活習慣や食習慣がつくように努めているか」が２．９３
だった。よりよい生活習慣はある程度できているが、家で
努力していることが特に何かあるわけではないと思われ
ていることが傾向として表れた。

・さらなるヘルスプロモーションの実現のために、学
習内容の系統性をさらに明確にし、児童が自ら気づ
き、生かすことのできる指導を一層工夫する。
・児童の意識向上だけでなく、保護者への啓発を継
続して行うなどして、家庭との連携の一層の充実を
図る。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

●心の教育

全教育活動における
道徳教育、人権・同
和教育、特別支援教
育の実践

・なかよし人権教室のときは、その内容と関連さ
せた道徳の授業を毎回実施する。
・部落問題学習を各学年で、部落史学習を６年
で行うことができるよう計画を立て、確実に実践
する。
・定期的に実施する『こころのアンケート』におい
て、自分ががんばっていることやできるように
なったことを記述する欄を設け、肯定的な記述
ができる児童の割合を８０％以上にする。

・「いのち」「なかま」「共生」の視点で、全職員
が分担して、なかよし人権教室を企画・実施す
る。
・部落問題等を自己の問題として捉えさせるよ
うな教材の開発や指導の改善を図る。
・肯定的な記述が十分にできなかった子どもに
ついては、アンケート実施後に必ず声かけを
行い、その子どものがんばりを認め、褒め、励
ますようにする。

A

・なかよし人権教室では、全職員がテーマに即した教材
を作成したり、構成的グループエンカウンターなどを取り
入れたりして、企画・実施することができた。
・友だち集会では、児童の実行委員が中心となって企
画・運営を行い、各クラスからの「なかま宣言」や人権作
文の紹介、実行委員の劇など充実した内容で、子どもた
ちの心に刻まれる集会とすることができた。
・「心のアンケート」での肯定的な記述は８０％を超えてい
る。個人別にファイリングするようにした。

・次年度からは、複式学級が2つになるにあたって、適正な実施
回数や割振となるように見直しを図る。
・人権教室のあとの取扱時間を道徳として位置付けるかの共通
理解を図ったうえで、運営したい。
・友だち集会では、子どもの人権についてもう少し分かりやすい
方法を考えたい。劇は子どもたちがやりたいと意欲的なので継
続していく。
・「心のアンケート」の個別ファイルは児童研で有効なので、継
続したい。

●いじめの問題
への対応

いじめを許さない学
級づくり

・児童へのアンケート調査「学校は楽しいです
か」と、「学級・学校に友達がいますか」の割合
を、４段階評価でそれぞれ３．７以上にする。
・児童へのアンケート調査「悲しんでいたり悩ん
でいたりしている友達がいたら、声をかけました
か」の割合を、４段階評価で３．６以上にする。

・児童理解研修、『こころのアンケート』、『Qー
U』の結果を活用して、児童の心の状態をこま
めに把握し、その情報を職員間で共有するとと
もに、必要に応じて適時・適切に対応をする。 A

・児童理解研修で、一人一人の気になる子どもの現状と
対応を話し合うことができた。
・「学校は楽しいですか」と、「学級・学校に友達がいます
か」の割合がそれぞれ３．８１と３．９８だった。
・児童へのアンケート調査で「悲しんでいたり悩んでいる
友だちに声をかける」が４段階で３．６以上を達成するこ
とができた。

・これまでの『Q-U』の結果を、学年別に整理し、新担任がすぐ
に見られるようにしておく。
・特別支援学級の児童と担当が信頼関係を築けるように前年
度関わっていた職員で配慮する。
・玄関掲示板を使って、児童の自己肯定感を高めるための取組
として「キラ・ニコ・ドン・パッの実」を年度当初に提案し、実施し
たい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

○体験活動の充
実

米づくりやそばづくり
などの体験活動

・学習計画に基づいた体験活動を実施する。
（１，２年・・・　さつまいもづくり　３年・・・そば
づくり　４年・・・豆腐づくり　４，５年・・・もち米
づくり）
・児童へのアンケート調査「体験活動をして、
頭だけではなく身体も使って学ぶ大切さが分
かりましたか。」の割合を、４段階評価で３．６
以上にする。

・各学年で、種まきから収穫までの継続した体験
活動を行う。
・前年度の反省を踏まえて、今年度の内容を活動
の効率化、簡素化と学習の質の向上という２つの
視点から、適宜見直し、改善していく。
・自分たちの活動を振り返り、振り返ったことを次
に生かすような学びの連続性を意識して活動を
行う。

A

・地域の方の協力を得て、種まきから収穫までの体
験活動を実施することができた。活動を振り返るこ
とで次の活動をより良いものにしようとする意識付
けをすることができた。
・児童へのアンケート調査「体験活動をして、頭だ
けではなく身体も使って学ぶ大切さが分かりました
か。」の割合が、４段階評価の加重平均で３．８５で
あった。

・活動の内容を簡素化するなどの見直しや改善をしてい
くと同時に、総合的な学習の時間が『探究的な学習』とな
りえているかという質的な改善を図っていく。
・地域の方との連絡を密にし、今後も体験活動を通して、
地域の方とのかかわりを深めていくようにする。その中
で、働くことの大切さ、地域創生の思いなどを学ばせる。

学
校
運
営

○開かれた学校
づくり

学校情報の発信

地域人材の活用

・年間５０号を目安に「学校だより」を発行し、
学校の教育活動や児童の学習の様子などを
家庭や地域に発信する。
・学校ＨＰの更新回数を増やすとともに、学
校ＨＰ閲覧を「学校だより」等で保護者等に
呼びかけるなどして、各記事の閲覧回数が
前年度を上回るようにする。
・各学年とも、年に１回程度は、授業や学校
行事に地域の人材を活用するようにし、教育
効果を高める。

・日常的に学校の教育活動の情報収集に努め
るとともに、学校行事の様子なども適時に「学
校だより」で発信できるようにする。
・学校ＨＰの「工事中」のページを計画的に減ら
していくとともに、イベントギャラリーに週に３回
程度は記事を投稿する。
・学級担任と連携しながら、見通しをもって計
画的に地域人材を活用できるようにする。

A

・「学校便り」については2月25日現在で８３号を発行して
おり、学校の教育活動や児童の学習の様子を発信する
ことができている。
・学校ＨＰの「工事中」のページは１ページのみとなった。
また、新たに研究発表会のページを設けることができた。
これまで、機能していなかったイベントカレンダーや学校
からのお知らせも適宜、入力し、情報発信に努めてい
る。
・イベントギャラリーの投稿数は2月25日現在（40週）で１
８０回であり、週あたり約４．５回である。
・地域人材の活用については全学年とも計画的に活用で
きている。

・「学校便り」については、本校の教育目標（教育の重点）との
関連が一層、分かりやすくなるような示し方を心がけ、本校の
教育活動の一つ一つが教育目標の実現と結び付いていること
をより明確に打ち出す。
・学校ＨＰを各学級で閲覧することなども推奨し、職員、児童か
ら保護者へと閲覧者が増えていくことを意図する。
・地域人材の活用については、学級担任任せになってしまって
いる部分があるので、学校全体で活用状況を把握し、より効率
的な運用ができるようにすることで、教育効果を高めるととも
に、業務改善を図ることができるようにする。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学
校
運
営

●業務改善・教
職員の働き方改
革の推進

業務効率化の推進

多忙感解消

・各担当業務の情報共有を強化する。職員への
アンケート調査「共有フォルダを利用し、データ
の共有化に努めた」の割合を、４段階評価で３．
５以上にする。
・毎週金曜日を定時退勤日に設定し、徹底を図
る。職員へのアンケート調査「管理職は、職員
が定時に退勤できるよう働きかけを行ったか」
の割合を、４段階評価で３．８以上にする。

・校務用サーバに共有フォルダを作成し、デー
タの共有化を行い、教材作成や学級事務等の
効率的な業務遂行に努める。

・管理職が、業務の進捗状況を適時尋ねるな
ど積極的な声かけを行い、金曜日における定
時退勤を確実に実施できるようにする。

B

・校務用サーバー内での共有フォルダの活用につ
いては、職員へのアンケート調査の結果は３．５４
であり、目標は達成できているが、まだまだ改善の
余地はあると考える。
・定時退勤日の取組については、職員へのアン
ケートの結果は３．９３であり、目標を十分に達成す
ることができている。12月までの職員の時間外勤
務の平均は約24時間である。

・校務用サーバーの共有フォルダ内の構成を年度初めに
全職員に周知するとともに、共有化を図るためのルール
を確認する。
・定時退勤の取組や時間外勤務削減の取組については
一定の効果を上げていると思うが、2019年度以降、職員
定数が減少することなども鑑みて、学校行事の見直しな
ど、業務改善をさらに推進する。

●は共通評価項目のうち必須項目、○は独自評価項目

２　本年度の重点目標

（１）　きめ細やかな指導による児童一人一人の学力の更なる向上
　　　○知識・技能の確実な習得と思考力・判断力・表現力の育成
　　　○新学習指導要領全面実施（H32）に向けた移行期の確実な対応
　　　○読書の奨励
（２）  歯と口の健康づくり推進
　　　○１年次研究の成果を踏まえた校内研究の更なる充実
　　　○研究発表会に向けた研究体制の充実
（３）　人権・同和教育の推進
　　　○いじめの未然防止と一人一人を尊重する教育
　　　○全面実施となる道徳科との連携
（４）　地域と連携した「地域ぐるみ」の教育活動の充実
　　　○地域人材を活用した授業・行事の推進
　　　○地域を学ぶ教育活動の推進
（５）働きやすい職場環境づくり
　　　〇　人間関係の質の更なる向上と、目指す方向性や必要な情報の共有化
　　　〇　業務の効率化・適正な勤務時間の管理と、業務の質の維持・向上の両立
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●健康・体つくり

教
育
活
動

②　歯と口の健康づくり推進

③　人権・同和教育の推進

４　本年度のまとめ・次年度の取組

本年度の重点目標については、いずれも概ね達成できたと考えている。①きめ細やかな指導による児童一人一人の学力の更なる向上については、児童へのアンケート調査「授業は分かりやすいですか」の加重平均が3.79であり、目標の3.8にはわ
ずかに及ばなかったものの、教員が指導の工夫改善に取り組んでいることがうかがえる。４・５・６年で１２月に実施された佐賀県小・中学校学習状況調査においては、実施された全ての学年・教科で県の平均正答率を上回り、最低到達基準【おお
むね達成】も大きく上回っている。（12教科中５教科が目標到達基準【十分達成】を上回り、２教科が同程度である。）また、１・２・３年で１月に実施された標準学力検査（ＣＲＴ　国語・算数）においても、全ての学年・教科で全国平均や目標値を大きく
上回っている。このように、きめ細やかな指導を行うことにより高い学力が維持されていると考える。次年度は、観点別や内容・領域別で見た場合に見られる課題になお一層きめ細やかに対応して、日々の指導の質的改善を図っていけるようにした
いと考えている。②歯と口の健康づくり推進については、未処置歯があった児童の処置が全員完了し、健全歯を維持している児童の割合が高くなるなど、２年間の研究に取り組んできた成果が見られる。次年度は、家庭との連携を一層深め、これ
までの研究成果を生かして指導を継続していくこととする。③人権・同和教育の推進については、毎月、実施している「なかよし人権教室」や１２月に実施している「友だち集会」、年間を通して実施している部落問題学習などの成果もあり、「心のアン
ケート」における児童の肯定的な記述は目標の８割を超え、児童へのアンケート調査「学校は楽しいですか」「学校に友達がいますか」の加重平均はそれぞれ3.81と3.98であり、いずれも目標の3.7を上回っている。自らの自己肯定感を高め、人権意
識を高く持ち、差別を許さない子どもが育っていると思われる。児童間のトラブルやいじめにつながるような事案が発生したときも、担当を中心に全職員が協力して、迅速かつ適切に対応し、児童理解研修などを通して、共通理解・共通実践を図るこ
とができた。次年度は、学級数の減や職員定数の減を踏まえて、「なかよし人権教室」の割り振りなどの見直しが必要となるが、それぞれの取組がより効果的となるように実施方法などの質的改善を図っていきたい。④地域と連携した「地域ぐるみ」
の教育活動の充実については、米づくりやそばづくりなど、地域の協力を得て、充実した活動を行うことができた。また、社会科見学や老人ホーム慰問、地域行事への参加などを通して、地域との連携を深めることができた。学級通信や各種おたよ
り、学校だよりなどの発行、学校ホームページの更新などを通して、学校情報を家庭・地域に積極的に発信することができた。次年度は、学級数の減や職員定数の減に応じて、活動内容の簡素化を図るなどの見直しを図るとともに、総合的な学習
における活動として、より探究的な要素が充実するようにしていきたいと考える。⑤働きやすい職場環境づくりについては、目標の達成ができており、教職員の時間外勤務の月平均は約24時間である。しかしながら、業務効率化の推進に関わって、
校務用サーバーの中の共有フォルダ活用についてはまだまだ改善の余地があると考えている。次年度は、教職員の定数減や複式学級、新設する特別支援学級の対応により、業務が増えることも予想されるので、なお一層の業務効率化を推進し
ていきたい。

④　地域と連携した「地域ぐるみ」の教育活動の充実

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

確かな学力、豊かな心、健やかな体
　（知・徳・体のバランスのとれた力をはぐくむ）
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３　目標・評価

①　きめ細やかな指導による児童一人一人の学力の更なる向上

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

資料２

Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である

達成


